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＜連絡事項＞

・気温の高い日が続いていますので熱中症に注意していきましょう。

＜患者様連絡事項＞
　鈴木　勝彦様～東Bユニット→西Bユニット27号室へ転入となっています。

　　　　　　　　主治医は田名部Dr　受け持ち西山Nｓとしています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・山内　公博様～腹部膨満軽度あり、グル音は聴取できています。臍左上部にしこりを触知していますが、本人は自覚なく経過しています。依存的な発言聞かれ、身体不調や体力の低下によるADLの低下が考えられます。ご家族が転院を希望されているため、他部署を連携し転院先の調整を行ってきましょう。また、日常生活動作で支障が出るときには適宜、援助を実施していきましょう。
・石田　喜明様～本日、作業療法室にて意識朦朧、四肢冷感、酸素飽和濃度の低下あり。
　　　　　　　　窪田Drへ報告し東合併症室へ異動し、ラクテック500ｍｌ点滴開始の指示あり。合併症室へ異動後、酸素飽和濃度98％バイタルサイン異常見られず、意識クリアとなる。昼食自力摂取。内服拒否なくされている。

　　　　　　　　主治医へ状態報告しラクテック終了後、ソリタT3　500ｍｌ施行し経過観察し回復状況をみて今後の治療環境を検討していくこととしています。

・山下　拓也様～7/26女性患者様へ性的発言をしたとの理由から粗暴行為をうけています。
　　　　　　　　介入し、行動や発言についての振り返り、指導を行っていますが、理解に乏しさあり、その後も女性患者様に近づき話しかけの多さあり都度、介入を要しています。引き続き、精神症状の変化、女性患者様との距離感や発言などに注意しトラブルに至らぬよう適宜、介入を行っていきましょう。
＜AL依存症治療プログラム確認＞
・紀室　賢様～

　7/27　ストレス対処行動リスト

　　30　退院時ミーティング　　　退院
＜転入患者様情報＞

氏名：鈴木　勝彦様　56歳　主病名：統合失調症　合併症：高血圧・糖尿病

主治医：田名部Dr　　入院形態：任意入院
＜入院～入院後の経過＞
H27年3月より、以前勤めていた会社や他者へ金銭要求の電話が頻回となり、警察への通報がされていた。上記について親族へ連絡が入るようになり、八戸保健所へ相談していた。H27.3.13器物損壊行為により警察署に通報される。同日措置鑑定が行なわれ、要措置となり東Aユニットへ入院となる。入院後、薬物療法・精神療法を継続。「薬は毒だ」と服薬に対する拒否が強く、再三の介入を要していた。病識の欠如から易怒性・興奮みられていたが徐々に落ち着き、現在は適度に他者交流を持ち、日課も自立している。徐々に服薬もスムーズとなり、症状は鎮静化し、H27.7.10主治医診察時、本人より入院治療の同意が得られたことから、入院形態を措置入院から任意入院へ変更している。
・障害厚生年金3級　受給中(9万8千円程度/2ヶ月)
 　※障害年金等級変更申請中
・自立支援医療：受給なし(申請検討中)
・精神障害者保健福祉手帳3級　受給中(有効期限：H27.3.31)　
 　※期限切れの為、更新手続き
· 買い物カードなし（差し入れにて対応）

・入院時借金があったがいとこ様が代わりに支払いしている

・退院後は本人様就労の希望あるが、保護者は病状悪化につながる為就労は希望せず

